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資料：農林水産省「令和4年農業産出額」 単位（億円）-１-

全国順位 県 等 産出額

1位 鹿児島 1,228

2位 北海道 1,203

3位 宮崎 826

13位 兵庫 180

27位 滋賀 76

41位 京都 14

43位 奈良 13

44位 和歌山 9

46位 大阪 2

7,912億円

(100%)

肉用牛
全国順位 県 等 産出額

1位 鹿児島 909

2位 北海道 550

3位 宮崎 520

38位 兵庫 17

40位 京都 9

42位 滋賀 4

43位 奈良 3

44位 大阪 2

45位 和歌山 2

近畿(0.5)

6,775億円

(100%)

豚
全国順位 県 等 産出額

1位 鹿児島 889

2位 宮崎 762

3位 岩手 599

11位 兵庫 78

31位 京都 14

35位 和歌山 6

－ 滋賀 X

－ 奈良 X

－ 大阪 -

近畿(2.5)

3,940億円

(100%)

ﾌﾞﾛｲﾗｰ

全国順位 県 等 産出額

1位 北海道 4,660

2位 栃木 469

3位 熊本 332

12位 兵庫 110

30位 京都 40

35位 奈良 31

37位 滋賀 24

44位 大阪 13

47位 和歌山 6

近畿(2.5)

8,844億円

(100%)

乳用牛

全国順位 県 等 産出額

1位 茨城 548

2位 鹿児島 316

3位 岡山 308

13位 兵庫 210

25位 京都 62

40位 奈良 14

44位 和歌山 10

45位 滋賀 10

47位 大阪 1

5,716億円

(100%)

鶏卵

近畿以外(96.3)

近畿以外(97.5)
近畿以外(94.6)

近畿(５.4)

近畿以外(99.5)

近畿以外(97.5)

１．近畿畜産の概要 （畜種別）

近畿(3.7)

● 農業産出額に占める畜産部門合計額は全国で34,673億円で、そのうち約3.0％を近畿地域が占める（1,004億円）。

● 近畿管内では、いずれも兵庫県の産出額が上位である。



用語説明

●乳用牛・・乳牛、乳廃牛

●鶏・・廃鶏等

147億円 19億円滋賀県 京都府 大阪府

１．近畿畜産の概要 （府県別）

● 全国畜産に対する近畿畜産の割合は、生産額ベースで約3％
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資料：令和4年農業産出額

単位（億円）

116億円
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乳用牛

出 生 
▼

（40kg） 平均供用年数

６～７年 （４産）

初乳は3日間
※くり返し

（680kg）

分娩間隔      
434日

搾乳期間（365日）

（乾乳2.3ヶ月）

※

２．乳用牛について （分類）

牛 ●肉用牛 ●肉専用種

（和牛）

●黒毛和種  ・・和牛の約95％がこの品種。脂肪交雑の点で優れている。

●褐毛和種  ・・肉質の点では黒毛和種に次ぐ。暑さに強い。熊本県が主産地。

●日本短角種 ・・脂肪交雑では劣るが、放牧適正が高い。岩手県が主産地。

●無角和種  ・・増体速度が速く飼料の利用性も高いが、肉質は黒毛和種に劣る。

●乳用種（ホルスタイン去勢など）

●交雑種（Ｆ１） ・・・乳用種の♀牛に肉専用種の♂牛を交配し、肉質の向上をはかったもの。

●その他

●乳用牛 ●乳用種 ●ホルスタイン種

●ジャージー種

●その他

乳用牛のライフサイクル

6ヶ月 
▼

（170kg）

16ヶ月 
▼

2 年
▼

（540kg）

26ヶ月 
▼

3 年
▼

（610kg）

4 年 
▼

妊娠      
（280日）

分娩

初産分娩

～
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２．乳用牛について （戸数・頭数）

● 近畿地域の令和5年2月1日現在における乳用牛の飼養戸数は357戸で、配合飼料価格の高騰や高齢化に
よる廃業があったため。対前年91.1%。飼養頭数は対前年比95.5％。

● 飼養頭数の府県別では、兵庫県が最も多く12,400頭で、近畿地域の約53.2％を占める。

乳用牛飼養頭数等の推移

単位：千頭（飼養頭数(近畿)）
単位：千戸（飼養戸数）
単位：頭数（1戸当たり飼養頭数）

単位：千頭（飼養頭数(全国)）

滋賀県

飼養戸数：    36戸
頭 数：  2,480頭
１戸当たり： 68.9頭

奈良県
飼養戸数：        33戸
頭    数：   2,960頭
１戸当たり：  89.7頭

和歌山県

飼養戸数：      6戸
頭    数：   500頭
１戸当たり： 83.3頭

大阪府

飼養戸数：        21戸
頭    数：   1,130頭
１戸当たり：  53.8頭

京都府

飼養戸数：       45戸
頭 数：  3,870頭
１戸当たり： 86.0頭兵庫県

飼養戸数：      216戸
頭    数： 12,400頭（全国17位）
１戸当たり：  57.4頭

近畿の合計

飼養戸数： 357戸
頭 数：  23,300頭
１戸当たり： 65.3頭

資料：農林水産省「畜産統計」（令和5年2月1日現在）

（参考）牛乳の自給率は6２%（R４年度概算）
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H30 H31/R元 R2 R3 R4

全 国　① 7,289,227 7,313,530 7,438,218 7,592,061 7,617,473

近 畿　② 163,192 158,520 160,898 164,010 159,840

（前年比） ( 94.6 ) ( 97.1 ) ( 101.5 ) ( 101.9 ) ( 97.5 )

割 合　②/① 2.2 2.2 2.2 2.2 2.1

162,005 157,202 159,715 162,975 158,866

287,116 283,912 282,042 274,528 257,829

449,121 441,114 441,757 437,503 416,695

（前年比） ( 98.3 ) ( 98.2 ) ( 100.1 ) ( 99.0 ) ( 95.2 )

生
 

産
 

量

域内産販売量③

純移出入量　④

域内処理量⑤（③＋④）

H30 H31/R元 R2 R3 R4

 牛乳等向け　⑥ 442,146 436,697 440,903 436,380 415,775

（前年比） ( 98.7 ) ( 98.8 ) ( 101.0 ) ( 99.0 ) ( 95.3 )

 乳製品向け　⑦（⑤－⑥） 6,975 4,417 854 1,123 920

（前年比） ( 78.0 ) ( 63.3 ) ( 19.3 ) ( 131.5 ) ( 81.9 )

チーズ向け　⑧ 132 138 146 154 154

クリーム等向け　⑦－⑧ 6,843 4,279 708 969 766

 飲用比率　⑥/⑤ 98.4 99.0 99.8 99.7 99.8

 乳製品比率　⑦/⑤ 1.6 1.0 0.2 0.3 0.2

２．乳用牛について （生乳の生産・流通）

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」及び（一社）Ｊミルク「データベース（HP掲載）」を基に作成。

-5-

● 近畿地域における生乳生産量は、約160千t（前年比98％）で、全国に占めるシェアは、約2.１％である。
● 一方、生乳処理量は、約417千t（前年比95％）で、主に北海道や九州から移入しており、その99.8％が飲用牛乳

等に仕向けられ、残りは乳製品向けとなっている。

〇 生乳の生産量、処理量等

〇 用途別処理量

注１：「域内産販売量」は、生産量から消耗等（※）を差し引いた量。
※ 輸送や牛乳乳製品の製造工程消耗したものや、自家飲用及び子牛のほ乳用等で処理したもの。

２：「純移出入量」は、生乳移入量から生乳移出量を差し引いた量。

（単位：ｔ、％）

（単位：ｔ、％）

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
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資料：農林水産省
「牛乳乳製品統計」

２．乳用牛について （牛乳等の生産・消費）

資料：総務省「家計調査」
（R3年～R5年平均）

順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：㍑ 順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：g

1 京都市 18,581 1 京都市 84.28 1 京都市 1,798 1 京都市 834

2 奈良市 17,272 2 千葉市 84.23 2 東京都区部 1,720 2 東京都区部 797

3 松江市 17,258 3 神戸市 81.55 3 札幌市 1,548 3 札幌市 760

4 神戸市 17,190 4 奈良市 79.85 4 神戸市 1,547 4 横浜市 741

5 千葉市 17,053 5 山形市 79.77 5 千葉市 1,544 5 相模原市 740

6 山形市 16,900 6 長野市 79.68 6 横浜市 1,541 6 神戸市 737

7 鳥取市 16,375 7 相模原市 79.19 7 奈良市 1,540 7 金沢市 733

8 盛岡市 16,342 8 盛岡市 78.19 8 金沢市 1,536 8 奈良市 729

9 東京都区部 16,320 9 東京都区部 77.42 9 川崎市 1,523 9 静岡市 724

10 堺市 16,253 10 川崎市 77.30 10 広島市 1,515 10 川崎市 714

11 津市 16,057

12 大津市 16,023 14 大津市 76.47 14 大津市 1,436 13 堺市 686

16 堺市 75.85 16 堺市 1,415 14 大津市 669

23 大阪市 15,184 23 大阪市 71.05 18 大阪市 1,304 22 大阪市 607

45 和歌山市 13,240 40 和歌山市 65.55 37 和歌山市 1,097 36 和歌山市 517

50 高知市 12,463 50 大分市 57.65 50 鳥取市 983 50 高松市 449

51 大分市 12,142 51 高知市 56.06 51 那覇市 942 51 鳥取市 442

52 那覇市 12,037 52 那覇市 48.10 52 高知市 934 52 高知市 405

全国平均 15,229 全国平均 72.53 全国平均 1,289 全国平均 601

牛乳購入額 牛乳消費量 （参考）バター購入額 （参考）バター消費量

-６-

（円）

〇 飲用牛乳の小売価格〇 牛乳等の生産量

資料：総務省「小売物価統計」

《前年比》 種類 R元/H30 R2/R元 R3/R2 R4/R3

牛乳 - 0.1 - 0.2 - 0.4 - 4.4

はっ酵乳 + 54.8 + 15.4 - 4.7 - 6.9

乳飲料 + 18.8 + 1.8 + 2.2 + 5.9

加工乳・成分調整牛乳 - 11.9 - 4.9 - 10.5 - 7.1
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（千トン）



育成牛子牛

黒毛和種

写真提供：(社)全国肉用牛振興基金協会

褐毛和種

写真提供：(社)全国肉用牛振興基金協会

日本短角種

写真提供：(社)全国肉用牛振興基金協会

無角和種

写真提供：山口県畜産課

ホルスタイン種

写真提供：(社)中央畜産会

交雑種（黒毛♂ × ホルスタイン♀）

写真提供：(社)全国肉用牛振興基金協会

肥育牛

～

去勢 離乳 素畜として取引 出荷

（30kg） （270～300kg） （650～750kg）

３．肉用牛について （分類）

牛 ●肉用牛 ●肉専用種

（和牛）

●黒毛和種  ・・和牛の約95％がこの品種。脂肪交雑の点で優れている。

●日本短角種 ・・脂肪交雑では劣るが、放牧適正が高い。岩手県が主産地。

●無角和種  ・・増体速度が速く飼料の利用性も高いが、肉質は黒毛和種に劣る。

●乳用種（ホルスタイン去勢など）

●交雑種（F1） ・・・乳用種の♀牛に肉専用種の♂牛を交配し、肉質の向上をはかったもの。

●その他

●乳用牛 ●乳用種 ●ホルスタイン種

●ジャージー種

●その他
肉用牛のライフサイクル

出 生 
▼

6ヶ月 
▼

2ヶ月 
▼

8ヶ月 
▼

27ヶ月 
▼

30ヶ月 
▼

肥育牛

-７-

●褐毛和種  ・・肉質の点では黒毛和種に次ぐ。暑さに強い。熊本県が主産地。



３．肉用牛について （戸数・頭数）

（参考）牛肉の自給率は3９%（R４年度概算）

肉用牛飼養頭数等の推移

● 近畿地域の令和5年2月1日現在における肉用牛の飼養戸数は1,330戸で、配合飼料価格の高騰や高齢化に

よる廃業があったため、対前年比で95%。飼養頭数は対前年比103.6％。
● 飼養頭数の府県別では、兵庫県が最も多く58,800頭で、近畿地域の約62.6％を占める。

滋賀県

奈良県

和歌山県

大阪府

京都府

兵庫県
飼養戸数：     1,090戸
頭数：58,800頭（全国10位）

繁殖雌牛：   17,900頭
肉専肥育牛：24,500頭
１戸当たり：    53.9頭

・丹波篠山牛（篠山市）

・湯村温泉但馬ビーフ（美方郡地域）
・兵庫県産（但馬牛）（兵庫県全域）
・神戸ビーフ（兵庫県全域）

・三田肉（三田市）

・淡路ビーフ（淡路島地域）

飼養戸数：     66戸
頭 数： 5,690頭
繁殖雌牛：   780頭
肉専肥育牛：4,040頭
１戸当たり：  86.2頭

・京都肉（京都府全域）

・近江牛（滋賀県全域）

飼養戸数：          84戸
頭 数：   21,600頭
繁殖雌牛：     2,150頭
肉専肥育牛：15,400頭
１戸当たり：  257.1頭

飼養戸数：    9戸
頭 数：   890頭
繁殖雌牛：        80頭
肉専肥育牛：   560頭
１戸当たり：  98.9頭

・大阪梅ビーフ（大阪府全域）

・大和牛（奈良県全域）

飼養戸数：      38戸
頭 数：  4,260頭
繁殖雌牛：    530頭
肉専肥育牛： 2,980頭
1戸当たり ： 112.1頭

飼養戸数：    48戸
頭      数： 2,770頭
繁殖雌牛：    710頭
肉専肥育牛： 1,510頭
１戸当たり：   57.7頭

・熊野牛（和歌山県全域）近畿の合計
飼養戸数：  1,330戸
頭 数：   93,900頭
繁殖雌牛：   22,100頭
肉専肥育牛：49,000頭
１戸当たり：    70.6頭

資料：農林水産省「畜産統計」（令和5年2月1日現在）

単位：千頭（肉用牛頭数） 単位：千頭（肥育牛、繁殖牛頭数）

・黒田庄和牛（黒田庄町）
・加古川和牛（加古川市）

-８-
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●但馬家畜市場（養父市）
年間約2,800頭

●中丹家畜市場（福知山市）
年間約500頭

●園部家畜市場（休場）

●高島総合家畜市場 

年間約80頭

●宇陀家畜市場 
年間約150頭

●大阪府畜産流通センター（休場）

●淡路家畜市場（淡路市） 
年間約4,200頭

●田辺家畜市場 （休場）

●福知山市営家畜市場

資料： (独)農畜産業振興機構「肉用子牛取引情報」

３．肉用牛について （子牛）

● 肉用子牛価格（黒毛和種）は、肉用子牛生産者補給金制度発足以降、BSE発生の影響等のあった一時期を除
いて、保証基準価格を上回っている状況。

● 令和2年2月以降新型コロナウィルス感染症の影響による枝肉価格の低下に伴い子牛価格も低下した。
● その後枝肉価格の上昇などにより回復したが、令和4年5月に子牛価格が下落。直近の令和5年度第3四半期では

黒毛和種が保証基準価格を下回って推移。

子牛価格（黒毛和種）の動向
単位：千円

◆  ◆ 高島総合家畜市場
▲  ▲ 中丹家畜市場
■  ■ 但馬家畜市場
▲  ▲ 淡路家畜市場
■  ■ 宇陀家畜市場
●  ● 全国平均-９-
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牛肉「省令〈去勢牛B-2･B-3〉」の卸売価格（大阪）

３．肉用牛について （流通・消費）

● 卸売価格は、近年の肉ブームの一層の高まりや生産量の減少を背景に、和牛は平成28年に過去最高水準まで高騰
した。  

● 令和2年2月以降、新型コロナウイルス感染症の影響でインバウンド需要や外食需要が減退したことにより卸売価
格は大幅に下落したが、経済活動の再開に伴い上昇し、前年を上回る又は前年並みに推移。

● 令和4年度以降、コロナ感染拡大に加え、物価上昇による消費者の生活防衛意識の高まり等の影響もあり、前年を
下回って推移している。

（円／kg）

資料：総務省「家計調査」（R3年～Ｒ5年平均）

順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：g

1 京都市 36,937 1 奈良市 9,282

2 堺市 36,254 2 大阪市 9,186

3 和歌山市 35,421 3 堺市 8,925

4 奈良市 35,264 4 山形市 8,846

5 神戸市 34,273 5 松山市 8,771

6 大阪市 34,227 6 山口市 8,644

7 大津市 33,097 7 和歌山市 8,640

8 津市 32,927 8 大津市 8,496

9 大分市 30,256 9 京都市 8,457

10 北九州市 29,390 10 北九州市 8,332

11 山口市 29,095 11 福岡市 8,137

12 徳島市 28,925 12 広島市 8,023

13 松山市 27,487 13 熊本市 7,850

14 広島市 27,192 14 大分市 7,818

15 熊本市 26,483 15 津市 7,733

16 神戸市 7,440

50 前橋市 12,020

51 盛岡市 11,409 51 新潟市 3,797

52 新潟市 11,293 52 前橋市 3,187

全国平均 22,338 全国平均 6,264

牛肉購入額 牛肉消費量
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３．肉用牛について （銘柄）
府県名 銘 柄 定 義 推進主体・連絡先 生産地等 年間出荷量等

滋賀県
近江牛（おうみうし、お
うみぎゅう）

「豊かな自然環境と水に恵まれた滋賀県内で最も長く飼育された黒毛和種」に合致するこ
とが、牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法に基づく個体識別情
報により確認できるもの。

「近江牛」生産・流通推進協議会
0748-37-3830

滋賀県内
（生産農家約90戸）

約5000頭

京都府

京都肉
（きょうとにく）

黒毛和種で最長飼養地が京都府内であり、京都市中央卸売市場第二市場に出荷され、と畜
解体された枝肉で、日本食肉格付け協会による枝肉格付け「Ａ－５、Ｂ－５及びＡ－４、
Ｂ－４規格」のもの。ただし、著しく品質が劣るものは除く。

京都肉牛流通推進協議会
075-681-8781  

京都府内 約650頭

京の肉
（きょうのにく）

京都府内で肥育された黒毛和牛で 、府内のＪＡ組合員が出荷し、全農京都府本部が取り扱
いするものをいい、ＪＡＳ法によるところの産地表示が京都産であるものをいう。 

全農京都府本部
075-681-4387

京都府内 約1000頭

亀岡牛
（かめおかぎゅう）

黒毛和種で、と畜から遡って14ヶ月以上、亀岡市内で肥育され、亀岡市食肉センターでと
畜されたものであり、亀岡牛枝肉振興協議会が認めるもの。

亀岡牛枝肉振興協議会（亀岡市食肉セン

ター） 0771-22-0190
亀岡市内 約700頭

大阪府
大阪ウメビーフ
(おおさかうめびーふ)

大阪ウメビーフ協議会生産者部会の会員が。黒毛和牛を中心に、漬け梅供給部会が供給す
る梅酒製造時に係る漬け梅を飼料として、1日1頭1kg以上、出荷前6ヶ月以上給与してい
ること、並びに肥育目的として抗生物質製剤やホルモン剤を使用せずに生産出荷した牛肉。

大阪ウメビーフ協議会
06-6941-1351

生産農家3戸 約200頭

兵庫県

但馬牛･但馬ビーフ
（たじまぎゅう･たじま
びーふ）

兵庫県内で生産された但馬牛(但馬牛の血統をもつ黒毛和種。以下同じ。)を素牛として､登
録生産者が兵庫県内で肥育し､県内の食肉センターに出荷･処理されたものであって､歩留等
級が｢A｣｢B｣等級。

神戸肉流通推進協議会（全農兵庫県本部）

078-927-0327
兵庫県内
（生産農家300戸）

約5500頭

神戸牛・神戸ビーフ
（こうべにく・こうべ
びーふ）

兵庫県産（但馬牛）のうち、未経産牛・去勢牛であり、枝肉格付等が以下のもの。
①脂肪交雑はＢＭＳ６以上 ②歩留等級は「Ａ」「Ｂ」等級 ③枝肉重量は雌が230kg以
上470kg以下、去勢は260kg以上470kg以下

神戸肉流通推進協議会（全農兵庫県本部）

078-927-0327
兵庫県内
（生産農家300戸）

約3000頭

淡路ビーフ
（あわじびーふ）

淡路島内で生まれた兵庫県産黒毛和種（但馬牛）の登録牛及び登記牛（産地証明含む）で、
「去」では生後25ヶ月以上・550kg（枝肉330kg）以上、「雌」では未経産で470kg
（枝肉280kg）以上とし、淡路家畜市場において上場取引及び自家保留し兵庫県内で肥育
された牛で、系統組織が主催または協賛する肉牛せり及び枝肉共励会並びに兵庫県内の食
肉センターにおいて出荷処理されたもの。但し、枝肉規格はＡ・Ｂ３－４相当以上とする。

淡路ビーフブランド推進協議会
0799-62-0068

淡路島
（生産農家35戸）

約150頭

丹波篠山牛（たんばさ
さやまぎゅう）

兵庫県産和牛の肥育素牛が市内の生産農家により肥育されたもので、ＪＡ指定配合「ささ
やま21」を給与されたもの。

丹波篠山肉牛流通推進協議会
（丹波ささやま農業協同組合）

079-556-2288

篠山市内
（生産農家9戸）

約300頭

三田肉（さんだにく）

三田牛（さんだぎゅう）

兵庫県産黒毛和種を三田市内生産者及び本会指定生産者が生後28ヶ月以上肥育したもの。 三田肉流通振興協議会 （三田食肉公社）

078-986-2622
三田市内
（生産農家65戸）

約600頭

湯村温泉但馬ビーフ
（ゆむらおんせんたじま
びーふ）

黒毛和種（兵庫県内産で但馬牛の純血のもの）を但馬地域内で長期間（10ヶ月以上）肥育
され県内食肉センターで出荷され基準に合格したもの。

湯村温泉但馬ビーフ流通振興協議会
0796-92-1173

但馬地域内
（生産農家6戸）

約100頭

黒田庄和牛（くろだ
しょうわぎゅう）

①生産者が黒田庄和牛同志会会員であること ②兵庫県産但馬牛が肥育素牛 ③ＪＡみの
りを通じて導入、出荷されていること

黒田庄和牛同志会 （みのり農業協同組合）

0795-42-5141
多可郡黒田庄町内
（生産農家18戸）

約650頭

加古川和牛
（かこがわわぎゅう）

兵庫県産但馬牛の肥育素牛が加古川市内の生産者により12ヶ月以上肥育され、兵庫県内の
食肉センターにおいてと畜されたもので、枝肉格付が「Ａ」「Ｂ」のもの。

加古川和牛流通推進協議会
0794-96-5780

加古川市内
（生産農家7戸）

約500頭

本場但馬牛
（ほんばたじまぎゅう）

但馬地域で生まれ、育成された但馬牛を素牛として「本場但馬牛銘柄推進協議会登録会
員」が但馬地域で肥育し、県内の食肉センターに出荷された生後28ヶ月齢から60ヶ月齢
までの未経産牛及び去勢牛で、枝肉格付等は脂肪交雑BMSNo.3以上、「A」「B」等級。

本場但馬牛銘柄推進協議会
（朝来市食肉センター）

079-672-3323

但馬地域 約10頭

PREMIUM姫路和牛
（ぷれみあむひめじわ
ぎゅう）

兵庫県内で生産された但馬牛を素牛として､兵庫県西播地区の指定生産者が肥育し､姫路市
食肉地方卸売市場に出荷･処理されたものであって､神戸肉流通推進協議会が規定する但馬
牛の条件を満たすもの。

姫路畜産荷受け株式会社
兵庫県内 約700頭

奈良県
大和牛
（やまとうし）

①最長飼養地が奈良県内である黒毛和種であり、雌牛は未経産、去勢牛については県内生
まれであること。②出荷月例は雌牛は３０ヶ月以上、去勢牛は２８ヶ月齢以上で、奈良県
食肉流通センター出荷されたもの。

奈良県大和牛流通推進協議会
0743-56-6780

奈良県内 約630頭

和歌山県
熊野牛
（くまのうし）

県内または指定農場で14ヶ月以上飼育され、かつ出荷月齢が26ヶ月齢以上の黒毛和種か
ら生産された牛肉で、格付けがＡ３、Ｂ３以上又は熊野牛認定委員会が適当と認めたもの。

熊野牛ブランド化推進協議会
0736-22-6320

和歌山県内、もしく
は指定農場

約170頭

近畿農政局畜産課調べ
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バークシャー種（写真提供(社)日本養豚協会） デュロック種（写真提供：兵庫県）ランドレース種（写真提供：兵庫県） 大ヨークシャー種（写真提供：兵庫県）

豚

肥育豚は出荷 （110kg）

種付け 生涯に平均６産（1.4kg）

４．豚について （品種）

● 交雑種を生産するために国内で飼育されている純粋種は６品種

●ランドレース種・・・デンマーク原産。赤肉率が高く、発育も極めて早い。

●大ヨークシャー種・・英国原産。加工用の原料として高い評価。

●中ヨークシャー種・・英国原産。発育が遅いため、飼育頭数は激減。

●バークシャー種・・・英国原産。肉質に優れ、鹿児島などでは「黒豚」でおなじみ。

●ハンプシャー種・・・米国原産。採食性が強く、放し飼いに適する。

●デュロック種・・・・米国原産。主要な雄系品種として飼養頭数多い。

★三元交配（さんげんこうはい）・・・

養豚は主として、異なる品種を掛け合わせることによってそれぞれの両親や祖父母が持つ特徴を活かして 
肉質や発育性などを向上させる生産方法がとられる。

豚のライフサイクル

出 生 
▼

8ヶ月 
▼

初産分娩

12ヶ月 
▼
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豚飼養頭数等の推移

▲  ▲ 豚飼養頭数（全国）
▲  ▲ 豚飼養頭数（近畿）
◆  ◆ 豚飼養戸数（全国）
■  ■ 豚飼養戸数（近畿）

４．豚について （戸数・頭数）

● 近畿地域の令和5年2月1日現在における豚の飼養戸数は48戸。
● また飼養頭数は41,600頭、対前年比で93.7%と減少。1戸当たりの頭数は、29頭増加した。

兵庫県

京都府

滋賀県

大阪府

奈良県

和歌山県

飼養戸数 ：      19戸
頭 数 ：  20,600頭
1戸当たり：1,084.2頭

飼養戸数 ：         7戸
頭 数 ： 12,600頭
１戸当たり： 1800.0頭

飼養戸数 ：         3戸
頭      数 ：   1,310頭
１戸当たり ：  436.7頭

飼養戸数 ：      5戸
頭 数 ：  2,060頭
1戸当たり： 412.0頭

飼養戸数 ：         8戸
頭      数 ：  3,570頭
1戸当たり： 446.3頭

飼養戸数 ：         6戸
頭      数 ：  1,460頭
1戸当たり： 243.3頭

資料：農林水産省「畜産統計」（令和5年2月1日現在）

単位：百頭（飼養頭数(全国)） 
単位： 戸（飼養戸数(全国)）

（参考）豚肉の自給率は４９%（R４年度概算）

近畿の合計

飼養戸数：      48戸
頭      数：  41,600頭
１戸当たり： 866.7頭
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単位：頭（飼養頭数(近畿)） 
単位：戸（飼養戸数(近畿)）
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４．豚について （流通・消費）

● 豚肉の消費量（推定出回り量）は、最近の肉ブームの高まりを背景に平成27年度以降増加傾向で推移している。  
● 令和2年度以降は、新型コロナウイルス感染症の影響により、｢巣ごもり需要｣が旺盛となり、令和3年度は185

万㌧と過去最高となった。
● 令和４年度は、｢巣ごもり需要｣が一服し、令和５年度（４－１２月）は横ばいで推移している。
● 生産量は、令和元年度は前年9月から豚熱が発生したほか、前年夏の猛暑による繁殖成績の影響から､5月下

旬から6月の出荷頭数の減少はみられたものの､年明け以降は出荷頭数が増加し､前年度比0.6%増となった。
● 令和2年度以降も出荷頭数が引き続き増加傾向にあり、令和3年度は92.3万㌧の生産量となり､平成6年度

以降最高となった。
● 令和4年度は、生産者の健康上の理由や高齢化による廃業等により、飼養戸数及び飼養頭数ともに減少し、前年

同期比で2.４%減となった。
●令和５年度（４－１２月）は、出荷頭数は微減しているものの、１頭当たりの出荷体重増により微増で推移し

ている。

（円/kg)

資料：農林水産省「畜産物市況情報」

資料：総務省「家計調査」（R3年～Ｒ5年平均）

順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：g

1 新潟市 37,344 1 新潟市 27,550

2 福島市 37,301 2 福島市 26,227

3 さいたま市 37,104 3 相模原市 25,637

4 東京都区部 36,541 4 静岡市 25,431

5 浜松市 36,370 5 さいたま市 25,381

6 横浜市 35,808 6 浜松市 24,975

7 相模原市 35,633 7 秋田市 24,465

8 静岡市 35,210 8 札幌市 24,268

9 青森市 24,159

14 大阪市 33,143 10 山形市 24,143

19 奈良市 32,494

20 堺市 32,285 18 大阪市 22,117

24 大津市 32,006 22 奈良市 21,575

26 京都市 31,888 34 大津市 20,568

28 和歌山市 31,776 38 和歌山市 20,388

33 神戸市 30,806 42 堺市 20,178

45 京都市 19,413

50 北九州市 27,271 46 神戸市 18,847

51 徳島市 27,097

52 高知市 26,765 50 北九州市 17,614

全国平均 32,644 51 高知市 17,467

52 徳島市 16,307

全国平均 22,297

豚肉購入額 豚肉消費量
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４．豚について （銘柄）

府県名 銘 柄 定 義 推進主体・連絡先 生産地等

京都府 京都ポーク ・♀(ランドレース×大ヨークシャー)×♂デュロック､♀(大
ヨークシャー×ランドレース)×♂デュロック
・出荷日齢180日以上､肥育後期仕上げ時期に大麦及びパン粉
を30％以上添加した飼料を60日以上給与

京都ぽーく推進協議会
（京都府養豚協議会）
075-681-4280

京都府内

兵庫県 えびすもち豚 ・(ランドレース×大ヨークシャー)×デュロック
・乾燥粉末バナナを20％以上配合した飼料を給与
・出荷日齢180～200日

マルヤスファーム
0799-46-0466

南あわじ市

兵庫県 神戸ポーク ・♀ケンボロー×♂デュロックの雌豚
・低タンパク､ビタミンＥ強化､パン粉5％配合の飼料を60日
以上給与し､地下水を使用

（有）高尾牧場
078-991-5063

神戸市

兵庫県 神戸ポークプレミアム ・♀ケンボロー×♂デュロック
・パン粉40％､ビタミンＥ強化飼料を50日以上給与
・オレイン酸含有量が42％以上

（有）高尾牧場
078-991-5063

神戸市

兵庫県 ゴールデン･ボア･ポーク
(淡路いのぶた)

・♀(♀(イノブタ×猪)×♂バークシャー)×♂デュロック
・非遺伝子組み換えトウモロコシ･大豆､淡路産飼料米､酒かす
を飼料として給与

（株）嶋本食品
0799-36-2089

南あわじ市

兵庫県 ひょうご雪姫ポーク ・ひょうご雪姫ポークブランド推進協議会の会員がエコフィー
ドを配合した飼料を給与し､出荷前50日以上はパン･麺類等の
麦由来のデンプン質飼料を40％以上給与

ひょうご雪姫ポークブラ
ンド推進協議会
078-381-9362

兵庫県内

奈良県 ヤマトポーク ・♀(♀ランドレース×♂大ヨークシャー)×♂デュロック、
♀(♀大ヨークシャー×♂ランドレース)×♂デュロック

・種雄豚は畜産技術センター推奨
・生産部会指定配合飼料給与

奈良県ヤマトポーク
流通推進協議会
0743-56-6740

奈良県内生産農家

★ 近畿管内の銘柄豚
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近畿農政局畜産課調べ



５．鶏について （分類）

鶏

肉用種

●白色プリマスロック

●白色コーニッシュ

●在来種（しゃも、コーチンなど）

●地鶏（名古屋コーチン、丹波地どりなど）

肉用鶏のライフサイクル

入卵 
▼

ふ化 
▼0日

ふ卵期間（21日）

卵用鶏のライフサイクル

入卵 
▼ 0日

ふ卵期間（21日）

「白色コーニッシュ♂」 と 「白色プリマスロック
♀」を掛け合わせたものがブロイラーの主流

白色プリマスロック

写真提供：(社)中央畜産会

49日 
▼

56日 
▼

出荷（小型） 出荷（大型）

地鶏は８０日以上で出荷

卵用種 ●白色レグホンなど

550日 

産卵開始 産卵ピーク 廃用

白色レグホン

写真提供：(社)中央畜産会

ふ化 
▼

150日 
▼

210日 
▼
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●在来種とは・・・
明治時代までに国内で品種として確立
し、又は導入され定着した38品種。

● 地鶏とは・・・
・ 素びなは在来種由来の血液百分率が50%以上のものであって、出生の証明ができるものを使用していること。
・ ふ化日から80日以上飼育していること。
・ 28日齢以降平飼いで飼育していること。
・ 28日齢以降1㎡当たり10羽以下で飼育していること。 （「地鶏肉の日本農林規格」より）



ブロイラー飼養羽数等の推移
単位：戸

▲  ▲ 肉用若鶏飼養羽数（全国）
▲  ▲ 肉用若鶏飼養羽数（近畿）
◆  ◆ 肉用若鶏飼養戸数（全国）
■  ■ 肉用若鶏飼養戸数（近畿）

５．鶏について(肉用鶏) （戸数・羽数）

● 全国のブロイラーの年間出荷羽数は7億2,087万8000羽。消費者の健康志向の高まりや根強い国産志向を背
景として価格が堅調に推移していたこと等から、前年比0.2%増となった。 

兵庫県

京都府
滋賀県

大阪府

奈良県

和歌山県

飼養戸数：      42戸
羽      数： 2,224千羽
1戸当たり： 53.0千羽

単位：千羽

飼養戸数：     16戸
羽      数： 249千羽
1戸当たり：15.6千羽

飼養戸数：        10戸
羽      数：   475千羽
1戸当たり：47.5千羽

飼養戸数：        2戸
羽 数：   Ｘ千羽
1戸当たり：   Ｘ千羽

飼養戸数：  2戸
羽      数：  x 千羽
1戸当たり： x 千羽

飼養戸数：  － 戸
羽      数：  － 千羽
1戸当たり：nc千羽

（参考）鶏肉の自給率は6６%（R４年度概算）

近畿の合計

飼養戸数：        72戸
羽      数： 3,018千羽
１戸当たり：約41.9千羽
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資料：農林水産省「畜産統計」（令和5年2月1日現在）



５．鶏について(肉用鶏) （流通・消費）

● もも肉価格は、夏場の低需要期に向けて低下し、年末の需要期に向けて上昇する傾向がある。
● 令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響による｢巣ごもり需要｣の高まりから､量販店を中心に引き合い

が強く、前年度比8.8%上昇した。
● 令和3年度は、夏以降｢巣ごもり需要｣に落ち着きがみられること等から前年度比5.2%低下。
● 令和４年度は、安定的な需要が継続していることや、飼料価格の上昇に伴う価格転嫁により、前年同期比

12.1%上昇した。
● 令和５年度（４－１月）は、引き続き例年を上回る水準で推移している。

（円/kg) ブロイラー卸売価格（大阪 もも正肉）

順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：g

1 福岡市 22,143 1 熊本市 22,664

2 大分市 21,831 2 福岡市 22,664

3 京都市 21,128 3 大分市 22,387

4 鹿児島市 20,958 4 宮崎市 21,268

5 宮崎市 20,805 5 大阪市 21,245

6 熊本市 20,691 6 佐賀市 21,014

7 大阪市 20,392 7 鹿児島市 20,659

8 大津市 20,211 8 奈良市 20,391

9 奈良市 19,874 9 広島市 20,330

10 神戸市 19,763 10 松江市 20,028

11 広島市 19,453 11 京都市 19,865

12 佐賀市 19,397 12 大津市 19,658

13 北九州市 19,601

15 堺市 18,938 14 和歌山市 19,305

18 和歌山市 18,629 15 神戸市 19,243

50 福島市 14,432 22 堺市 18,378

51 前橋市 13,057

52 長野市 12,656 51 長野市 14,085

全国平均 17,615 52 前橋市 14,073

全国平均 18,120

鶏肉購入額 鶏肉消費量
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資料：日経新聞
資料：総務省「家計調査」（R3年～Ｒ5年平均）

500

600

700

800

900

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2年 3年 4年 5年 6年



５．鶏について(肉用鶏) （地鶏）

府県名 銘 柄 定 義 推進主体・連絡先 生産地等 特徴的な飼養管理方法

滋賀県
近江しゃも ♂しゃも×♀（♂ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞ

ﾚｯﾄ×♀横斑ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯｸ）
近江しゃも普及推進協議会
（(社)畜産振興協会）
0748-33-4345

滋賀県内 28日齢以降1㎡当たり10羽以下の
飼養面積。出荷日齢は平均150日
以上。

京都府

京地どり ♂しゃも×♀横斑ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯｸ 京地どり生産･流通推進協
議会
075-414-4981  

南丹市･福知
山市

49日齢以降1㎡当たり8羽以下の飼
養面積。出荷日齢は８５日以上。

京赤地どり ♂（ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ×ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞ
ﾚｯﾄﾞ）×♀（ﾛｰﾄﾞｻｾｯｸｽ×ﾛｰﾄﾞ
ｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ）

中央食鶏(株)
075-313-4811

京都、兵庫、
和歌山、三重、
奈良、広島

地鶏JAS規格を取得（H17.6）し、
同規格により飼育。出荷日齢は平均
85日。

丹波黒どり ♂（ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ×ｵｰｽﾄﾗﾛｰ
ﾌﾞ）×♀（ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ×
ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ）

(株)ヤマモト
0771-25-1451

京都、兵庫 地鶏JAS規格を取得（Ｈ16.2）。
出荷日齢は約90日～100日。

兵庫県

丹波地どり ♂（ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ×ﾛｰﾄﾞｱｲﾗ
ﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ）×♀（ﾛｰﾄﾞｻｾｯｸｽ×
ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ）

協和食品(株)
0795-74-0451

但馬・丹波地
域、京都府

28日齢以降1㎡当たり10羽以下の
飼養面積。出荷日齢は平均85日。

松風地どり ♂純粋名古屋ｺｰﾁﾝ×♀純粋名
古屋ｺｰﾁﾝ

松風地どり
079-566-0558

篠山市 1㎡当たり4～5羽の飼養面積。出
荷日齢は♂190日、♀270日。

ひょうご味どり ♂（♂薩摩種×♀(名古屋
種)×♀白色ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯｸ

ひょうご味どり普及推進協
議会(農林水産技術ｾﾝﾀｰ内)
0790-47-2430

但馬地域
丹波、播磨。
阪神

3.3㎡当たり20羽以下の飼養面積。
出荷日齢は平均100日。

奈良県

大和肉鶏 ♂しゃも×♀(♂名古屋種×♀
ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ)

大和肉鶏農業協同組合
（奈良県畜産農業協同組合
連合会）
0743-59-0234

奈良県内 3.3㎡当たり25～30羽程度の飼養
面積。出荷日齢は120日以上。

近畿農政局畜産課調べ
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地鶏とブロイラーの飼育日数の比較

１５０ 日以上

50日

５．鶏について(肉用鶏) （国産銘柄鶏）

● 国産銘柄鶏とは…

鶏種、飼料、飼育方法、出荷日齢等について通常の肉用種とは異なる方法によって差別化を図り、国内で
飼育し、処理加工したもの。

その内容によって、「地鶏」及び「銘柄鶏」に分類される。 (社)日本食鳥協会「国産銘柄鶏の定義及び表示」より

● 地鶏とは…

・ 素びなは在来種由来の血液百分率が50%以上のもの
であって、出生の証明ができるものを使用していること。

・ ふ化日から80日以上飼育していること。
・ 28日齢以降平飼いで飼育していること。
・ 28日齢以降1㎡当たり10羽以下で飼育していること。

「地鶏肉の日本農林規格」より

● 銘柄鶏とは…

・ 両親が地鶏に比べ増体に優れた肉専用種といわれるもの。
・ 親の鶏種及び通常と異なった工夫を加えた飼育方法（飼料

内容、出荷日齢等）を明らかにし、食鳥処理場の出荷段階の
パッケージ等に表示する。

(社)日本食鳥協会「国産銘柄鶏の定義及び表示」より

●在来種とは・・・
明治時代までに国内で品種として
確立し、又は導入され定着した38
品種。（例）軍鶏、比内鶏、烏骨
鶏、ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ、横斑ﾌﾟﾘﾏｽﾛｯ
ｸ

●平飼いとは・・・
鶏舎内外において、鶏が床面又は地面を自
由に運動できるようにして飼育する方法
●放飼いとは・・・
平飼いのうち、日中屋外において飼育する
方法

85日

150日

110日

140日

120～150日

125日

(社)日本食鳥協会「国産銘柄鶏ガイドブック」を参考

-20-

0 20 40 60 80 100 120 140 160

(一般)ブロイラー

(兵庫）丹波地どり

(奈良)大和肉鶏

(参考)純系名古屋コーチン
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採卵鶏飼養羽数等の推移
単位：戸

▲  ▲ 採卵鶏飼養羽数（全国）
▲  ▲ 採卵鶏飼養羽数（近畿）
◆  ◆ 採卵鶏飼養戸数（全国）
■  ■ 採卵鶏飼養戸数（近畿）

５．鶏について(卵用鶏) （戸数・羽数）

● 近畿地域の令和5年2月1日現在における採卵鶏の飼養戸数は138戸で、対前年比は101.5％であった。
飼養羽数は対前年比107.9%である。

● 近畿管内では、兵庫県が飼養戸数、飼養羽数ともにトップで、飼養羽数では近畿管内の約69.9％を占める。 

兵庫県

京都府
滋賀県

大阪府

奈良県

和歌山県

飼養戸数：            43戸
羽      数：    5,474千羽
１戸当たり： 127.3千羽

単位：千羽

（参考）鶏卵の自給率は97%（R４年度概算）

飼養戸数：         27戸
羽      数： 1,565千羽
１戸当たり：58.0千羽

飼養戸数：         14戸
羽      数：    209千羽
１戸当たり：14.9千羽

飼養戸数：       12戸
羽      数：    43千羽
１戸当たり：3.6千羽

飼養戸数：         23戸
羽      数：    282千羽
１戸当たり： 12.3千羽

飼養戸数：        19戸
羽      数：   253千羽
１戸当たり：13.3千羽

近畿の合計

飼養戸数      ：     138戸
成鶏めす羽数：7,826千羽
１戸当たり   ：  56.7千羽
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資料：農林水産省「畜産統計」（令和5年2月1日現在）



資料：総務省「小売物価統計調査報告」

14年7月からMｻｲｽﾞ1kg → Lｻｲｽﾞ10個

鶏卵の小売価格鶏卵の卸売価格（全農Ｍサイズ）

資料：ＪＡ全農たまご(株)

５．鶏について(卵用鶏) （流通・消費）

● 鶏卵の消費量は概ね安定的に推移してきたが、平成29年度から令和元年度に向けて増加傾向で推移した。
● 令和2年度以降は、新型コロナウイルス感染症や高病原性鳥インフルエンザの記録的な発生の影響により

それぞれ前年度を下回り、令和４年度は263万㌧と前年度比1.9%減少した。
● 生産量は、令和2年度以降は、新型コロナウイルス感染症の影響により価格が低下したことや令和2年度

シーズンの高病原性鳥インフルエンザの大規模発生による影響から、それぞれ前年度を下回り、令和４年度は
254万㌧と前年度比1.9%減少した。

順位 市  等 金額：円 順位 市  等 数量：g

1 高知市 13,127 1 鳥取市 36,905

2 鳥取市 13,121 2 奈良市 36,297

3 奈良市 12,943 3 新潟市 36,066

4 神戸市 12,626 4 和歌山市 34,810

5 岐阜市 12,569 5 富山市 34,785

6 福島市 12,537 6 岐阜市 34,691

7 和歌山市 12,461 7 大津市 34,615

8 大津市 12,436 8 松江市 34,585

9 堺市 12,315 9 青森市 34,427

10 京都市 12,201 10 大分市 34,398

11 長崎市 12,149

12 広島市 12,132 12 大阪市 34,250

13 熊本市 12,101 14 神戸市 33,703

14 大阪市 12,013 16 堺市 33,598

17 京都市 33,395

50 富山市 9,636

51 前橋市 9,315 50 東京都区部 27,255

52 青森市 8,696 51 前橋市 27,177

全国平均 11,205 52 甲府市 26,778

全国平均 31,524

鶏卵購入額 鶏卵消費量

資料：総務省「家計調査」
（R3年～Ｒ5年平均）
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● 牛枝肉の格付は、①「歩留等級」と②「肉質等級」との分離評価方式を用いて、連記表示します。

例えば・・・ Ａ－３
                                                       ①         ②

・昭和36年に取引規格が設定されて格付が行われるようになり、「同じ品質のもの
は、全国どこでも同水準の価格で取引」されるようになりました。
・現在、食肉の格付機関として設立された(社)日本食肉格付協会の指導のもと、食
肉格付員によって厳格に判定が行われています。

①歩留り・・・第６～第７肋骨間の切開面の「胸最長筋（ロース芯）面積」、
「バラの厚さ」、「左半丸冷と体重量」および「皮下脂肪の厚
さ」の４項目を用いて基準値を算出します。

歩留基準値＝67.37＋[0.130×胸最長筋面積（㎝
2
）］

 ＋[0.667×「ばら」の厚さ（㎝）」

 －[0.025×冷と体重量（半丸枝肉kg）」

 －[0.896×皮下脂肪の厚さ（㎝）」

※ただし、肉用種枝肉の場合には、2.049を加算する。

６．枝肉の格付基準 （その1）

等 級 歩留基準値 歩留

Ａ

Ｂ

Ｃ

72以上

69以上72未満

69未満

部分肉歩留が標準より良いもの

部分肉歩留が標準のもの

部分肉歩留が標準より劣るもの
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②肉質・・・第６～第７肋骨間の切開面の「脂肪交雑（※１）」「肉の色沢（※２）」「肉の締まり及びきめ
（※３）」「脂肪の色沢と質（※４）」の総合判定によって決まります。
４つの項目についてそれぞれ判定し、その項目別等級のうち、最も低い等級に決定して格付けされ
ます。

※１：脂肪交雑の等級区分

※２：肉の色沢
    牛肉色基準（B.C.S.）

※４：脂肪の色沢と質
    牛脂肪色基準（B.F.S.）

※３：肉の締まり及びきめ

資料：(社)日本食肉格付協会 牛枝肉取引規格より

B.M.S. No. No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

脂肪交雑基準 0 0+ 1- 1 1+ 2- 2 2+ 3- 3 4 5

等級区分 1 2 3 4 5

等級 締まり きめ

5 かなり良いもの かなり細かいもの

4 やや良いもの やや細かいもの

3 標準のもの 標準のもの

2 標準に準ずるもの 標準に準ずるもの

1 劣るもの 粗いもの

劣（１）

標準に準ずる（2）

標準（3）

やや良い（4）

かなり良い（5）

劣（１）

劣（１）

標準に準ずる（2）

標準（3）

やや良い（4）

かなり良い（5）

劣（１）

６．枝肉の格付基準 （その２）
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７．牛肉等の輸出促進について

● 令和３年の牛肉の輸出額は、世界的な巣ごもり需要に対応し、小売りやｅコマース等の新たな販路を開拓した
こと、米国、ＥＵ等の外食需要が回復したこと等により、５３７億円と過去最高となった。

● 令和４年の牛肉の輸出額は、香港における外食規制などアジアにおいて、コロナの影響で外食需要が落ち込んだ
こと、米国における低関税輸入枠超過による関税引上げや物価高等の影響により、５２０億円となった。

● 令和５年の牛肉の輸出額は、米国向けは前年と同程度。一方、台湾、香港向け等が伸び、全世界・地域向け
合計では、金額ベースで１１％増の５７８億円となった。
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輸出国･地域別の牛肉の輸出施設認定状況

データ：貿易統計ベース

トン 日本産牛肉の輸出実績

出典：農林水産省ＨＰ

令和5年９月現在

※1 ドイツ､モナコ､デンマーク､ベルギー､オランダ､フランス､スイス､イギリス､スペイン､イタリア

資料：兵庫県HP

神戸ビーフの輸出先と輸出量

4,339 
4,845 

7,879 7,847 

8,858 

638 

297 289 

537 
520 

578 

42 

0

100

200

300

400

500

600

700

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

9,000 

R元 2 3 4 5 6

量

額

※2 メキシコ､ベトナム､タイ､ロシア､カタール

米国 カナダ
メキシ
コ

ブラジ
ル

ＥＵ
ロシア
等

ＮＺ 香港 台湾 ＵＡＥ
カター
ル

バー
レーン

マレー
シア

シンガ
ポール

フィリ
ピン

マカオ タイ
ベトナ
ム

ミャン
マー

インド
ネシア

アルゼ
ンチン

ウルグ
アイ

オース
トラリア

全国 18 12 8 3 14 7 32 14 38 8 12 8 2 24 18 128 135 112 89 3 6 4 12
近畿 3 1 3 4 6 2 6 3 3 3 1 3 4 14 14 12 10 1 1 1

地域 欧州 北米
オセア
ニア

合計

輸出先
ＥＵ等
＊1

米国
ｶﾅﾀﾞ

台湾 香港
シンガ
ポール

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ マカオ ＵＡＥ
サウジ
アラビア

オース
トラリア

合計

Ｒ１年度 11,578 5,338 5,084 2,336 2,213 196 1,478 1,064 － 475 5,809 35,571
Ｒ２年度 9,600 9,820 10,221 3,942 2,348 1,141 2,131 1,478 － 2,267 1,441 44,389
Ｒ３年度 22,845 14,712 8,375 8,422 1,852 3,395 334 4,885 － 6,153 2,060 73,033
Ｒ４年度 21,765 14,241 8,454 9,314 1,125 4,567 42 7,717 723 6,447 3,393 77,788

アジア
その他
＊2

単位：kg

※令和４年度は速報値

(億円)

※ 施設名や住所が異なる場合､と場とカッティング施設を別にカウントしている。

（１ ）



８．地域家畜市場の概要

●高島総合家畜市場●中丹家畜市場
●福知山市営家畜市場

●大阪畜産流通センター

●淡路家畜市場

但馬家畜市場●

宇陀家畜市場●

●田辺家畜市場

● 京都府/中丹市場及び兵庫県/淡路市場/但馬市場については、肉用子牛生産安定等特別措置法第5条第3項の規
程に基づく、指定家畜市場である。

● 現在、近畿地域にある8カ所の家畜市場のうち2カ所は休場している。
● 高島市場は年3回（3､7､11月）、中丹市場は年5回（1､3､6､9､11月）、淡路市場は毎月、但馬市場は年

9回（2､6､8月を除く）、宇陀市場は年4回（1､4､7､10月）開催している。

● 各市場の取引状況等の概要については、(社)全国肉用牛
振興基金協会の家畜市場データベースにて､確認できるよう
になっている。

   http://nbafa.or.jp/mkt.html

府県名 名称
住所

／開設者
登録年月日 備考

滋賀県 高島総合家畜市場
高島市今津町弘川249-2

＜高島総合家畜市場運営協議会＞
S31.12.13

中丹家畜市場
福知山市牧小字神谷285

＜全国農業協同組合連合会京都府本部＞
H13.4.2

福知山市営家畜市場
福知山市牧小字神谷285

＜福知山市＞
S31.12.17

大阪府 大阪畜産流通センター
堺市東区八下町1-122

＜大阪府同和食肉事業協同組合連合会＞
S53.2.10 休場

淡路家畜市場
淡路市塩田新島3-2

＜淡路畜産農業協同組合連合会＞
S32.1.17

但馬家畜市場
養父市大薮1168

＜たじま農業協同組合＞
H13.10.3

奈良県 宇陀家畜市場
宇陀市榛原下井足814-2

＜奈良県農業協同組合＞
S58.5.16

和歌山県 田辺家畜市場
田辺上の山一丁目11-11

S43.8.1 休場

京都府

兵庫県

-26-

H30.3.31現在



滋賀食肉センター●

●京都市第二市場

●亀岡市食肉センター

●福知山市食肉センター

●大阪市南港市場

南食ミートセンター●

●西宮市食肉センター
加古川食肉センター●

●たつの市新宮食肉センター

朝来市食肉センター●

●淡路食肉センター

●
神戸市西部市場

●三田食肉センター
●和牛マスター食肉センター

●奈良県食肉
センター

●
新宮市食肉処理場

９．地域食肉センターの概要

● 近畿管内には､卸売市場法の規定に基づく食肉中央卸売市場が3カ所、食肉地方卸売市場が5カ所ある。 
● 輸出に対応する食肉市場として登録認定を受けている市場も３箇所あり、滋賀食肉センターにおいては、現在、

対米輸出施設として登録申請中である（輸出促進のページ参照）。 

● 食肉市況速報や全国の主な食肉市場の概要等については、
(社)日本食肉市場卸売協会のホームページにおいて､
公開されている。

http://mmb.jmma.or.jp/member/

中央 地方

滋賀県 滋賀食肉センター 近江八幡市長光寺町1089-4
(公財)滋賀食肉公社／

H19.2
○

京都市中央卸売市場第二市場

（京都市と畜場）
京都市南区吉祥院石原東ノ口2 京都市／S44.10 ○

亀岡市食肉センター 亀岡市三宅町八田33 亀岡市／H12.11

福知山市食肉センター 福知山市字牧小字大神谷292-17 福知山市／H9.6

大阪市食肉処理場 大阪市住之江区南港南5-2-48 大阪市／S59.3 ○

羽曳野市立南食ミートセンター 羽曳野市向野2-4-14 羽曳野市／H6.2

西宮市食肉センター 西宮市西宮浜2-32-1 西宮市／S63.3 ○

加古川食肉センター 加古川市志方町533

(公財)加古川食肉公社

／

S60.11

○

新宮食肉センター たつの市新宮町仙正34-1 たつの市／H13.3

朝来市食肉センター 朝来市和田山町林垣268-1
(株)但馬牛振興公社

/S48.5

淡路食肉センター 南あわじ市市小井441-6
淡路広域行政事務組合

／H11.12

神戸市立食肉センター 神戸市長田区刈藻通7-1-20 神戸市／H8.6 ○

三田食肉センター 神戸市北区長尾町宅原11
(株)三田食肉公社／

H12.12

和牛マスター食肉センター 姫路市東郷町1451-5
和牛マスター

(株)/H28.3
○

奈良県 奈良県食肉センター 大和郡山市丹後庄町475-1
(公財)奈良県食肉公社

／H2.12
○

和歌山県 新宮市食肉処理場 新宮市新宮8002-57 新宮市／S49.7

設置者／設置年月日
卸売市場

京都府

大阪府

兵庫県

住所名称府県名
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H30 H31/R元 R2 R3 R4

全国　① 519 507 499 494 489

うち2t/日未満 283 274 270 270 267

近畿　② 47 47 45 45 42

うち2t/日未満 27 26 26 26 24

割合　②/① 9.1 9.3 9.0 9.1 8.6

うち2t/日未満 9.5 9.5 9.6 9.6 9.0

１０．生乳処理工場の概要

● 近畿地域の生乳処理工場は、42工場で（全国の約8.6％）、このうち１日当たりの生乳処理量２トン未満の
小規模工場が半数以上（24工場）を占めている。
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府県名 名　　　称 住　　　所

滋賀県 日本酪農協同(株)滋賀工場 大津市あかね町3-1

雪印メグミルク(株)京都工場 南丹市八木町字美里紫野1

雪印メグミルク(株)京都工場池上製造所 南丹市八木町大字池上古里1-1

株式会社明治　京都工場 京田辺市大住立原1-1

四国乳業(株)京都工場 八幡市岩田南野15-1

(株)いかるが牛乳 大阪市住之江区新北島4-4-12

日本酪農協同(株)近畿工場 和泉市小田町1-8-1

泉南乳業(株) 堺市中区土塔町1991

株式会社明治　関西工場 貝塚市二色南町16番地

雪印メグミルク(株) 神戸市西区井川谷町潤和824-1

(株)共進牧場 神戸市中央区橘通1-2-12

森永乳業(株)神戸工場 神戸市灘区摩耶埠頭３

淡路島乳業(株) 南あわじ市善光寺26-1

京都府

大阪府

兵庫県

●雪印メグミルク(株)京都工場 池上製造所

●四国乳業(株)京都工場

雪印メグミルク(株)● ●(株)共進牧場

●
淡路島牛乳(株)

●日本酪農協同(株)近畿工場
●株式会社明治 関西工場

森永乳業(株)神戸工場●

●雪印メグミルク(株)京都工場

●日本酪農協同(株)滋賀工場

●(株)いかるが牛乳

●泉南乳業(株)

●株式会社明治 京都工場

〇 生乳処理工場数 （単位：工場、％）

〇 主な生乳処理工場

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

生乳処理工場数（令和４年）

全国

489
（工場）



発 行
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